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主な歳出項目
議会費 議会の運営経費

総務費
地域活動交付金、公立病院交付金、ふる
さと納税、地域おこし協力隊、地籍調査、
税の賦課徴収など

民生費
障害者福祉サービス等、老人保護措置、
医療費助成、保育園、児童手当、施設型
保育給付、人権啓発など

衛生費
住民健診、予防接種、し尿・ごみ処理な
ど

農林水産業費
農業委員会、農業振興、農業・林業担い
手育成、間伐材利用推進、小国杉使用建
築物支援、治山事業など

商工費
商工振興、鍋ヶ滝公園管理、学びやの里、
観光振興、地域エネルギーなど

土木費
町道維持管理、道路改良、町営住宅改修
など

消防費
消防団運営経費、消防機材、災害時備蓄品、
隣地安全対策立木等撤去補助など

教育費
学校管理、スクールバス運行、奨学金、
文化財保護、図書、総合型地域スポーツ
クラブなど

災害復興費 農林・公共土木災害復旧など

公債費 借入金の返済

諸支出金
特別会計（国保・介護・美術館・農
業集落排水・後期高齢）への拠出金

地方債（借金）の残高
区分 令和元年度末現在高

過疎対策事業債 １８億６,９３３万円

辺地対策事業債 ２億５,９６７万円

災害復旧事業債 １１億７,２８２万円

公共事業等債 ２,８７７万円

公営住宅建設事業債 ３億３,７２７万円

教育・福祉施設等事業債 ２億８,７４３万円

臨時財政対策債 １９億０,８４１万円

その他の町債 ３億３,４８４万円

合　計 ６１億９,８５４万円

　臨時財政対策債は、 国が地方交付税として交付

すべき財源が不足した場合に、 その穴埋めとして、

地方に借金してもらう制度ですが、 その返済分に

ついて、 翌年度以降の地方交付税に財源措置をさ

れるものです。 なお、 臨時財政対策債を除いた地

方債残高は約４３億円となっており、 前年度より

７千万円増えています。

歳出総額　６６億６，６２２千円

過去５年間の地方債残高の推移

財　　政

一般会計決算
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貯金（基金）の残高
区分 令和元年度末現在高

財政調整基金 ６億５５３万円

減債基金 ８,４４１万円

庁舎建設基金 １,３０７万円

悠木の里づくり事業基金 ３,１６３万円

地域福祉基金 １,１６６万円

公共施設等整備基金 ５,３１４万円

ネットワーク事業基金 １億９,７６７万円

その他の基金 １億８,５７９万円

合　計 １１億８,２９０万円

　基金のうち、 財政調整基金は、 突発的な災害や

緊急を要する経費に備えるために積立てています。

財源に余裕がある年度には積立て、 不足が生じる

年度には取り崩すことで財源を調整する役割をし

ています。

令和２年度は約２千万円の積み立てを行いました。

令和２年度小国町

歳入総額　７３億２５，３２４千円

過去５年間の財政調整基金の推移

財　政

主な歳入項目

町税 町民税、固定資産税、軽自動車税、
たばこ税など

地方交付税 国が、町の様々な状況に応じて交
付するもの

国庫支出金
県支出金

国や県から事業を行うために交付
されるもの

町債 事業を行うために借り入れるもの

繰入金 基金などから繰り入れるもの
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令和２年度小国町国民健康保険特別会計決算

◎国民健康保険税

国民健康保険に加入している人

が病気やケガなどに備え、医療

にかかる費用を互いに負担し、

支えあうための税。

◎県支出金：普通交付金

県より医療に係る給付費の全額

分が交付されるもの。

※出産育児一時金などは除く。

◎県支出金：特別交付金

市町村の取り組み評価 （保険税収納

率や特定健診受診率等） や市町村の

実状に応じて交付されるもの。

◎繰入金 

一般会計から特別会計へ繰入る

ものや地方交付税などで町に交

付されるもの。

◎諸収入

前年度の普通交付金の精算金や第

三者行為求償による返還金など。

◎保険給付費

医療機関で支払った自己負担金

（医療費の２～３割）を除いた

（医療費の７～８割）ものや、

葬祭費、出産育児一時金など。

◎事業費納付金

医療費の全額が県より交付され

る代わりに県に納める納付金。

◎保健事業費

特定健診やがん検診、特定保健

指導、人間ドックの助成費用な

ど。

◎諸支出金

過年度交付金の精算による返還

金や国保資格遡及による還付金

など。

主な歳入項目

主な歳出項目

歳入総額　１０億１５，２９５千円

歳出総額　１０億５，９９５千円

財　政
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令和２年度小国町介護保険特別会計決算

◎介護保険料

６５歳以上の方の保険料。

◎国庫支出金・県支出金

国や県から事業を行うために交

付されるもの。

◎支払基金交付金

４０歳〜６４歳の方の介護保険納

付金について、社会保険診療報酬

支払基金から交付されるもの。

◎繰入金

一般会計からの繰入金。

◎繰越金

前年度の余剰金。

◎諸収入

延滞金や雑入、地域支援事業費

に伴う収入など。

主な歳入項目

◎保険給付費

介護サービス費用から利用者負

担（※）を引いたもの。

※利用者負担は所得に応じて１

～３割負担。

◎地域支援事業

町が実施する介護予防のための

費用など

◎諸支出金

過年度交付金の清算による返還

金など。

◎基金積立金

介護給付費の急増など不測の事

態に備えるための積立金。

主な歳出項目

歳入総額　１１億８０，７６９千円

歳出総額　１１億２，１８９千円

財　政
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第
63
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　

結
婚
50
周
年
を
祝
う
「
第
63
回
金
婚
夫

婦
表
彰
式
」（
熊
本
日
日
新
聞
社
・
小
国
町
）

が
９
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
中
央
支
所

情
報
企
画
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昭
和
46
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

が
対
象
で
、
小
国
町
で
は
22
組
が
表
彰
さ
れ
、

当
日
は
14
組
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
熊
本
日
日
新
聞
社

表
彰
が
行
わ
れ
、
本
田
清
悟
事
業
局
長
が
代

表
の
山
田
大
藏
さ
ん
・
八
千
代
さ
ん
（
宮
原
）

ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与
及
び
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
あ
と
、
山
田
さ
ん
ご

夫
婦
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
小
国
町
表
彰
が
行
わ
れ
、
渡
邉

誠
次
町
長
が
代
表
の
小
田
原
敏
昭
さ
ん
・
キ

ヨ
ミ
さ
ん
（
黒
渕
）
ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記

念
品
の
授
与
及
び
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の

あ
と
、
小
田
原
さ
ん
ご
夫
婦
が
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
22
組
の
ご
夫
婦

の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
結
婚
さ
れ
た
昭
和
46
年
は
、
日
本
が
経

済
の
飛
躍
的
な
成
長
と
発
展
、
産
業
の
高
度

化
と
大
規
模
化
を
遂
げ
て
い
た
高
度
経
済
成

長
の
時
代
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
50
年
、
こ
れ
ま
で
ご
夫
婦
で
手

を
た
ず
さ
え
、
苦
楽
を
共
に
し
て
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
ご
夫
婦
の
歴
史
に
改
め
て
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
ご
夫
婦
や
ご
家

族
の
絆
を
深
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
健
康
に

留
意
さ
れ
、
益
々
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

西　

里

　

池
田　

敏
雄

　
　
　
　

和
子

　

明
里　

孝
良

　
　
　
　

明
美

下　

城

　

小
陣　

保
義

　
　
　
　

悦
子

　

佐
藤　

鐵
男

　
　
　
　

ハ
ツ
ミ

黒　

渕

　

松
﨑　

輝
和

　
　
　
　

た
か
子

　

小
田
原
敏
昭

　
　
　
　

キ
ヨ
ミ

　

佐
藤　

泉

　
　
　
　

三
枝
子

　

穴
井　

良
美

　
　
　
　

詳
子

　

穴
井　

義
明

　
　
　
　

小
夜
子

表
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

宮　

原

宮　

原

  

下
城　

愼
雄

　
　
　
　

良
子

　

佐
藤　

洋
一

　
　
　
　

さ
か
え

　

中
道　

洽

　
　
　
　

郁
代

　

藤
原　

英
樹

　
　
　
　

小
夜
子

　

山
田　

大
藏

　
　
　
　

八
千
代

　

曽
根　

憲
一

　
　
　
　

紀
代

　

矢
羽
田
保

　
　
　
　

惠
美
子

　

日
野　

勝
則

　
　
　
　

清
美

  

室
原　

輝
男

　
　
　
　

ミ
ヱ
子

  

穴
井　

智
憲

　
　
　
　

鈴
子

  

樋
口　

國
利

　
　
　
　

生
子

上　

田

　

緒
方　

浩
一

　

 　
 　

ミ
ユ
キ

北　

里

　

橋
本　

次
義

　
　
　
　

し
ず
み

※
戸
籍
通
り
の
文
字
で
表
記
で
き
な
い
文
字

　

は
正
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

 

令
和
２
年
度　

　
　
　

決
算
審
査
報
告
書
を
町
長
に
提
出

　

８
月
27
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
小
国
町

監
査
委
員
（
古
賀
尚
年
代
表
監
査
、
大
塚
英

博
議
選
監
査
）
は
、
渡
邉
町
長
に
令
和
２
年

度
の
決
算
審
査
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
は
、
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

毎
年
度
１
回
、
期
日
を
定
め
て
行
う
も
の
で

す
。

審
査
の
内
容
と
し
て
、

①
財
務
事
務
の
執
行
が
、
適
正
か
つ
効
率
的

　

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
基
金
の
運
用
が
、
適
切
か
つ
効
率
的
に
行

　

わ
れ
て
い
る
か
。

③
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
そ
の
算
定
基
礎

　

は
適
正
な
の
か
。

④
公
営
企
業
会
計
の
経
営
は
健
全
な
の
か
。

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
帳
簿
等
の
審
査
や
関

係
職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
審
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

審

査

の

結

果

は
、「
法
令
等
に

基
づ
き
、
お
お
む

ね
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。」
と
の

報
告
で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
畜
産
共
進
会

人
権
擁
護
委
員
に

　

福
田
憲
司
さ
ん
が
再
任(

２
期
目)

小国町表彰にて表彰状・記念品を授与された

小田原敏昭・キヨミさんご夫婦

熊本日日新聞社から表彰された

山田大藏さん・八千代さんご夫婦
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
畜
産
共
進
会

　

今
年
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
小
国
郷
畜
産
共
進
会

種
畜
の
部
が
開
催
中
止
に
な
り
、
枝
肉
の
部

の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

畜
産
共
進
会
は
、
よ
り
能
力
の
高
い
家
畜

の
生
産
に
よ
り
畜
産
経
営
の
安
定
化
と
消
費

者
の
食
の
安
心
・
安
全
を
推
進
す
る
た
め
、

参
加
し
た
家
畜
の
改
良
成
果
を
披
露
し
、
生

産
者
の
更
な
る
意
欲
の
向
上
を
目
的
と
し
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

枝
肉
の
部
で
は
両
町
よ
り
合
わ
せ
て
７
頭

が
出
品
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
次
の
と
お
り
で

す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
名
誉
賞
首
席
◆　

（
敬
称
省
略
）

【
枝
肉
の
部
】

・ 

名
号　

姫
百
合　

（
黒
毛
和
種
）

　

上
田　

橋
本　

泰
蔵

・ 

名
号　

千　

春　

（
褐
毛
和
種
）

　

北
里　

渋
谷　

睦
雄

　

人
権
擁
護
委
員
に
福
田
憲
司
さ
ん
（
大
字

宮
原
）
が
再
任
（
２
期
目
）
さ
れ
ま
し
た
。

　　 

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
広
く
社

会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て
理

解
あ
る
人
を
町
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。　
　
　
　
　

　

小
国
町
の
委
員
は
４
名
で
、
人
権
相
談
所

の
開
設
を
は
じ
め
、
面
談
・
電
話
に
よ
る
人

権
相
談
・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
人
権

擁
護
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
、
無
料
法
律
相
談
の
受
付
業
務
、
心
配
ご

と
相
談
の
相
談
員
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

西
嶋　

光

　

今
年
は
夏
ら
し
い
日
が
少
な
く
、
あ
っ
と

い
う
間
に
秋
の
気
配
を
感
じ
て
い
ま
す
。
町

内
の
稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
き
出
し
、
虫
た
ち

の
音
色
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告

と
自
身
の
木
工
作
家
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
で
す

が
、
現
在
、
お
ぐ
に
木
育
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
会

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、「
お
ぐ
に
ク

リ
ス
マ
ス
杉
（
ス
ギ
ー
）
展
示
＋
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
２
１
（
仮
）」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中
に
山

か
ら
切
り
出
し
た
新
鮮
な
小
国
杉
を
飾
り
付

け
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
し
て
町
内
数
箇

所
に
展
示
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

ま
た
、
ツ
リ
ー
に
飾
る
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を

町
内
の
園
児
や
学
生
を
対
象
に
公
募
し
ま

す
。
抽
選
で
選
ば
れ
た
形
を
レ
ザ
ー
加
工
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
切
り
抜
き
加
工
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
杉
枝
の
輪
切
り
な

ど
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
磨
き
、
好
き
な
色

に
着
色
し
て
も
ら
う
木
工
体
験
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

自
身
で
描
い
た
絵
が
そ
の
ま
ま
形
に
な
る

体
験
を
通
じ
て
「
作
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
感

じ
」、
展
示
す
る
こ
と
で
「
そ
の
喜
び
を
町

全
体
で
分
か
ち
合
う
」
機
会
を
作
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の

が
難
し
い
で
す
が
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
、
自
身
の
木
工
作
家
活
動
の
報
告
で

す
が
、
先
日
「
第
39
回
く
ら
し
の
工
芸
展

２
０
２
１
」
に
出
品
し
て
い
た
小
国
杉
を

使
っ
た
椅
子
「
寛(

か
ん)

チ
ェ
ア/

Ｋ
Ａ

Ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ
」
が
く
ま
も
と
県
産
材
振
興

会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

が
叫
ば
れ
、
国
産
木
材
の
重
要
性
が
見
直
さ

れ
て
い
る
今
、
小
国
杉
の
魅
力
を
町
外
へ
広

め
る
き
っ
か
け
が
出
来
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
自
分
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
、
公
私
共
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

る
小
国
町
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
今
後
と
も
、

自
身
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
大
好
き
な
小

国
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

人
権
擁
護
委
員
に

　

福
田
憲
司
さ
ん
が
再
任(

２
期
目)

名誉賞首席　姫百合号
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10/1 ９ （火）
9:30 ～ ★ 𡈽 田 公 民 館

13:30 ～ ゆ け む り の 館

20 （水）
9:30 ～ 北 里 3 部 集 会 所

13:30 ～ 室 原 公 民 館

21 （木）
9:30 ～ 黒 渕 公 民 館

13:30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

22 （金）
9:30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13:30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

26 （火）
9:30 ～ 片 田 集 会 所

13:30 ～ 倉 原 公 民 館

27 （水）
9:30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13:30 ～ お ぐ に 町 民 セ ン タ ー

28 （木）
9:30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13:30 ～ 西 里 多 目 的 集 会 所

29 （金）
9:30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13:30 ～ 西 村 公 民 館

11/2 （火）
9 ： 30 ～ ★ 𡈽 田 公 民 館

13 ： 30 ～ ゆ け む り の 館

4 （木）
9:30 ～ 黒 渕 公 民 館

13:30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

5 （金）
9:30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13:30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

9 （火）

9:30 ～ 片 田 集 会 所

13:30 ～

倉 原 公 民 館

お ぐ に 町 民 セ ン タ ー

※会場の都合で （火） に変更

10 （水）
9:30 ～ 北 里 3 部 集 会 所

13:30 ～ 室 原 公 民 館

11 （木）
9:30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13:30 ～ 西 里 多 目 的 集 会 所

12 （金）
9:30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13:30 ～ 西 村 公 民 館

元気クラブカレンダー

問小国町役場　町民課　地域包括支援センター　☎ 46-2116

※ 天候や感染症の状況によっては、止むを得ず中止する場合があります。

★ 10/19( 火 ) から新しく𡈽田公民館の元気クラブが始まります。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気

で
、
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
ま

た
は
そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
に
伴
い
認
知
症
の
人
は
さ
ら
に
増
加

し
、
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
約
５
人
に
１
人
、
約
７
０
０
万
人
が
認
知

症
に
な
る
と
推
測
さ
れ
、
今
後
20
年
で
倍
増

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
小
国
町
で
は
、

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
具
体
的
な

　

対
応
方
法
等
を
町
民
に
伝
え
る
講
師
役
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
を
中
心
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
温
か
い

目
で
見
守
る
認
知
症
の
人
の
応
援
者
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
婦
人
会
や
老
人
会
、
小
国
町
内

の
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
に
対
し
て
講
座
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
講
座
を
計
画
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　
　
　

～
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！
～

小
国
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　　　　介護保険からのお知らせ介護保険からのお知らせ
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多剤服用にはご注意を！～ポリファーマシーについて～

　病気の状態や生活環境、服薬回数や量により変化しますが、処方

される薬が 6種類以上になると、薬物有害事象の発症リスクが高く

なるといわれており、不必要な過量重複服薬は健康被害を引き起こ

す可能性があります。

　副作用や服薬過誤、薬物有害事象（ふらつき、転倒、記憶障害、

抑うつ、食欲低下、排尿障害）などにつながる多剤服用を「ポリファー

マシー」といい、近年問題となっています。

　毎月の内科受診に加え、同月に市販薬の購入や、眼科や整形外科

に行って薬をもらうなどしている場合は意図せずポリファーマシー

になってしまったり、複数の薬局を使うことでの重複服薬の問題も

ある為、特に注意が必要です。右記の取組を実践し、ポリファーマ

シーにならないよう心がけましょう。

　　国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ

　　　　介護保険からのお知らせ介護保険からのお知らせ

1. かかりつけ薬局をもつ

　（適正な処方を受ける）

2. お薬手帳は一つにまとめる

　（重複服薬抑止）

3. むやみに薬を欲しがらない

　（過量重複服薬抑止）

4. 診断なしに勝手に薬をやめない

　（病状悪化防止）

5. 重複受診は控えましょう

　（薬の重複を抑止）
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　令和４年度の小国町立保育園・小国幼稚園（認定こども園）の新規入園申し込みを受け付けます。

　申し込み方法等は下記のとおりで、令和４年度途中に利用をご希望の方もこの期間にお申込みください。

なお、小国町立保育園及び小国幼稚園在園児（保育部分）の継続利用申請書（現況届）の提出については、11月下

旬に各園を通じて別途お知らせします。

 ～令和４年度の小国町立保育園及び小国幼稚園（認定こども園）入園手続きのご案内～

○施設を利用するためには、対象となる児童の年齢や教育または保育を必要とする事由等により、町から支給認

　定を受ける必要があります。認定区分や利用できる施設は次のとおりです。

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

１号認定 満 3歳以上のお子さんで保育を必要とせず、教育を希望する人
・幼稚園

・認定こども園（教育部分）

２号認定※
満 3 歳以上のお子さんで『保育を必要とする事由』に該当し、保育

施設での保育を希望する人 ・保育園

・認定こども園（保育部分）
３号認定※

満 3 歳未満のお子さんで『保育を必要とする事由』に該当し、保育

施設での保育を希望する人

※認定区分２・３号の『保育を必要とする事由』とは次のとおりで、保護者がこれらに該当しないと保育施設の

　利用ができません。

①就　労 保護者が就労（月 48 時間～ 120 時間以上）しており保育できない。

②母親の妊娠・出産 保護者が出産前後である。

③保護者の病気・障がい等 保護者が病気、負傷、心身に障がいがある。

④同居家族の介護・看護 同居している親族を常時介護・看病する必要がある。

⑤求職活動・就学 日中、求職活動や企業活動をしている。就労につながる就学をしている。

⑥その他 虐待やＤＶの恐れがあるなど、保育が必要であると町長が認めるもの。

※それぞれの事由ごとに『証明書等の必要書類の添付』が必要です。

※保護者の就労時間や事由により、支給認定される保育時間が標準時間（最長 11 時間）、短時間（8 時間）いず

　れかに区分され、施設の利用期間等が変わってきます。なお、利用時間については各施設で変わりますので、

　詳しくは利用を希望する施設にご確認ください。

小国町立保育園を希望する場合 小国幼稚園（認定こども園）を希望する場合

１．利用希望保育園を決め、支給認定申請書に関

　　係書類を添付し、町に提出します。

２．町が支給認定証を交付し、保育園が申請者の

　　希望、保育園の状況などにより利用調整をし

　　ます。

３．利用先の決定後、園と契約となります。

１．幼稚園に直接入園を申し込み、内定を受けてください。

２．支給認定申請書と関係書類を幼稚園に提出。幼稚園を通

　　して役場へ申請します。なお、1 号認定を希望の方は申

　　請書のみ提出してください。

３．幼稚園を通して町から支給認定証が交付され、幼稚園と

　　契約をします。

※０歳児の入園は、事前にご相談ください。

　（☎宮原保育園 46-2439）

※認定こども園とは、幼稚園と保育所の機能を持つ施設です。

  （☎小国幼稚園 46-3620）

申込書
『支給認定申請書兼施設利用（継続利用）申込書』及び証明書等

（小国町役場町民課または各園に備えてあります。）

受付期間 令和３年１１月１日～１１月３０日 (土日祝日を除く )

提出先
・小国町立保育園入園希望の方・・・小国町役場町民課（☎ 46-2116）

・小国幼稚園入園希望の方・・・・・小国幼稚園　　　 （☎ 46-3620）

施設利用料 施設利用料は保護者の所得による課税額に応じた各階層区分により算定します。

お問合せ先 小国町役場町民課　（☎ 46-2116）

【施設利用申し込みの流れ】

子 育 て
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あみだ杉の館　☎46-3310

開館時間：10時〜13時、14時〜18時（日曜・祝祭日はお休み）

※13時～14時まで窓口はお昼休みです。

子育てイベント子育てイベント
日付 会場 内容

10/16 （土） パ
地域食堂ゆうあい

　１１ ： ３０～１２ ： ３０

10/23 （土） パ
おもちゃ図書館ミルク　

　　９ ： ００～１２ ： ００

１１/ １０ （水） カ
ブックスタート　１３ ： ３０～

※６～７か月児健診のお子さんが対象です。

１１/ １３ （土）

パ
おもちゃ図書館ミルク　

　　９ ： ００～１２ ： ００

カ
土曜開館日
※午前中はパラソルセンターでのおもちゃ

図書館ミルクさんとの合同活動になります。

お休み

パ
10/1 ７ （日）、10/2 ４ （日）、1 ０/ ３1 （日）、

11/3( 水・祝 )、 11/ ７ （日）、 11/1 ４ （日）

カ

１０/ １６ （土）、１０/ １７ （日）、１０/ ２３ （土）、

１０/ ２４ （日）、10/30 （土）、１０/ ３１ （日）、

１１/ ３ （水・祝）、 １１/ ６ （土）、 １１/ ７ （日）、

１１/ １４ （日）

★「老いの福袋」　　　　　　　　　　　　  樋口恵子

★「奇跡のバックホーム」　　　　　　　　  横田慎太郎

★「御宿かわせみ　34」　　　　　　　　　  平岩弓枝

★「最高のアフタヌーンティーの作り方」　  古内一絵

★「もしも徳川家康が総理大臣になったら」　眞邊明人

★「もやもや相談クリニック」　　　　　　　池谷裕二

　　　カ：カンガルーのぽっけ　☎ 46-6656

　パ：パラソルセンター　　☎ 46-5720

※都合により変更となる場合がありますので、事前にご確認ください。

今月のおすすめの1冊

『ザリガニの鳴くところ』

　　　　　 　　　ディーリア・オーエンズ著　　友廣純　訳　早川書房

1950 年代ノースカロライナの湿地の

小屋で家族から見放され一人で暮ら

す少女の物語。 みずみずしい自然に抱

かれて村人に助けられながら成長して

いく少女と森で起きた不審死事件が

絡み合い思いもよらぬ結末へと進む。

2021 年本屋大賞翻訳部門第 1 位。作

者はジョージア出身の動物学、 動物行

動学学者で湿地、 自然の情景が手に

取るように書かれている。

「ねずみくんのピッピッピクニック」
　なかえよしを　作　　　　　　　
　上野紀子　　　　絵　　　　　　
　ポプラ社　　　 出版

おすすめ絵本ご案内

新着本ご案内

 人権おすすめ本 

「もみごめぼうやのだいへんしん」

　ともえだやすこ作 / 絵

　銀の鈴社　出版

　質の高い教育をみんなに

～本があって人がいて　

　　　　　　　　（読書週間 10/27 ～ 11/9） 〜

問小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

　小国町では、人を配置し、本と人をつなぐ読書推

進に取り組んでいます。町図書室、学校図書館では、

「すすめてくれた本、おもしろかった。」等の声をい

ただいています。

　保育園と幼稚園では、20 年以上前から町図書室か

ら移動図書館で絵本の貸出しを行い、どの家庭でも

絵本が身近にある生活を目指しています。それから、

小中高校生には、家読をお勧めしています。ご家庭

で少しの時間でもスマホをしまい、一緒に本を読む

時間をとっていただき、本を通して暖かい時間を過

ごしてほしいと願っています。

 読書に乳幼児期から親しむことは、言語の習得、

感性や創造力を育むうえで基盤となると言われてい

ます。そして、読書によって読解力が養われると言

われています。

　本は心の栄養です。読書の秋、ぜ

ひ大人も本を読んでみてください。

どうぞ、本選びに小国町図書室を

ご利用ください。　

「ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー」

ブレイディみかこ著

※自伝、エッセイにとどまらず人権教育、育児書と

　いった幅広いジャンルに値する本です。

子 育 て
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２
学
期
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
る
熊
本

県
の
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
期
間
と
な

り
、
午
前
中
授
業
の
短
縮
日
課
と
な
り
ま

し
た
。
本
校
で
は
、
一
人
一
台
端
末
の
環

境
が
整
備
さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
小
国
町
・
南
小
国
町
か
ら

の
支
援
で
導
入
し
て
い
だ
だ
い
た
学
習
支

援
ツ
ー
ル
（
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
）
で
は
、

大
学
進
学
か
ら
公
務
員
試
験
ま
で
対
応
し

た
講
義
内
容
を
、
自
分
の
端
末
を
使
っ
て

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人

の
学
習
状
況
に
応
じ
た
学
習
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
午
後
か
ら
の
家
庭

学
習
で
は
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
自
分
の

力
を
伸
ば
し
、
将
来
の
目
標
達
成
を
目
指

し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

【
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
２
学
期
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
】

小
国
支
援
学
校
だ
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

学　　校

　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
「
尚
志
」
で
は
、

地
域
の
課
題
（
高
齢
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
、

若
者
の
人
口
流
出
、
観
光
業
、
医
療
な
ど
）

を
見
出
し
、
解
決
策
を
考
え
る
学
習
を
通
し

て
、
将
来
の
夢
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
こ

の
学
習
に
関
連
し
て
、
小
国
町
議
会
主
催
に

よ
る
「
小
国
町
女
性
議
会
」
に
２
年
生
10
名

が
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
自
ら
が
町
政
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

地
元
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、「
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
地
元
で
、
そ
の
解
決
の

た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
大
学
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
も
多
く

お
り
、
勉
学
に
向
か
う
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

９
月
１
日
（
水
）
よ
り
、
２
学
期
が
始
ま

り
ま
し
た
。
普
段
は
全
学
年
そ
ろ
っ
て
体
育

館
で
始
業
式
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
同
に

会
す
る
密
を
避
け
る
目
的
で
、
小･

中
学
部

と
高
等
部
に
分
か
れ
、
時
間
と
場
所
を
ず
ら

し
て
行
い
ま
し
た
。

 　

ま
た
高
等
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
全
学
年
で
行
う
授
業

を
各
教
室
に
分
か
れ
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち

も
す
ぐ
に
慣
れ
て
、
教
師
の
問
い
か
け
に
は
、

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
Ｏ
Ｋ
や
手
で
〇
の
サ
イ

ン
を
出
し
て
授
業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

早
く
通
常
の
授
業
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
は
感
染
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

  

例
年
、
２
学
期
に
は
「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」

や
「
校
外
で
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」

は
、
学
習
発
表
会
と
い
う
形
で
、
校
内
関
係

者
の
み
で
実
施
を
し
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

学
習
成
果
の
披
露
の
場
と
し
て
普
段
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ
ん
を
御
招
待

し
、
子
ど
も
達
の
活
躍
を
観
て
い
た
だ
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
決
断
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
っ
て
い
る

こ
と
が
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
全
に
考

慮
し
た
行
事
の
実
施
に
向
け
、
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
11
月
頃
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
様
子
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。
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　8月 19 日に、ASO おぐに観光協会様主催で、小国郷に花火が上がりま

した。「医療従事者の皆様や子どもたちの未来に向けて花火を送ります」

という、医療従事者にとって嬉しい、素敵なコメントが添えられていま

した。

　人はひとりでは生きていけない生き物。みんなで支え合い、助け合い、

感謝の思いをもって生きていきたい。病院から花火を見上げながら、そ

んな気持ちにさせられ、心がやすらいだひと時でした。

　ご尽力された方々に感謝申し上げます。

 おぐに老人保健施設夏祭り　小さく開催 
　8月 20 日におぐに老人保健施設で、毎年恒例の夏祭りを催しました。

　昨年より続いているコロナウイルス感染拡大の影響もあり、感染対策に配慮した

うえで、利用者様及び職員のみでの夏祭りとなりましたが、祭をイメージした食

事！！職員による余興披露！！缶立てゲーム大会！！プレゼント抽選会！！等々、

利用者様・職員共々、大いに笑い、楽しめた、にぎやかな祭りになりました。

　特に、職員手作りによる獅子舞で、獅子が舞う

姿を見て「昔が懐かしかった」「迫力があった」と、大変喜んで頂けました。

　獅子舞には、「病気を払う」力があるとされます。コロナウイルス感染症が終

息することを祈り、来年こそ以前の様に御家族を招待して夏祭りが出来る事を

切に願っております。

小国公立病院ニュース小国公立病院ニュース

 コロナ禍の粋なはからいに心やすらぎ 

地
域
学
校
協
働
活
動
の
取
組

　

地
域
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
小
国
小
学
校
の

子
ど
も
達
は
様
々
な
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

小
国
の
子
ど
も
た
ち
を
「
み
ん
な
で
育
て
る
、

み
ん
な
で
見
守
る
、
み
ん
な
で
導
く
」
こ
と
で
、

自
分
に
自
信
を
持
ち
、
他
者
を
思
い
や
る
こ
と
や
、

地
域
や
故
郷
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
小
国
小
学
校
五
年
生
は
、
地
域
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
米
作
り
（
田
植
え
・

稲
刈
り
）
だ
け
で
な
く
餅
つ
き
な
ど
の
体
験
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

話
や
映
像
だ
け
で
な
く
実
際
に
自
分
自
身
で
体

験
出
来
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
に
は
貴
重
な
学
習

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
で
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
体
験

が
出
来
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地域学校共同活動を推進地域学校共同活動を推進することで、こんな子どもが育つ子どもが育つといわれています

小国の子どもたちを

　「みんなで育てる」

　　「みんなで見守る」

　　　　「みんなで導く」

・自分に自信をもつ子ども

・他者を思いやる子ども

・地域に信頼感をもつ子ども

・故郷に誇りをもつ子ども

・地域の多様性を理解する子ども

・問題意識をもつ子ども

・自分へ他者へ社会へ向かう子ども
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小
国
杉
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
ゆ
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
前
に
立
て
よ
う
！
と
い
う
企
画

が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
学
校
や
園
、
お
家
な

ど
で
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
（
飾
り
）
の
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
小
国
杉
で
作
っ

て
ツ
リ
ー
に
飾
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
役
場
産
業
課
ま
た
は
森
林
組

合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産　　業

271

　

９
月
の
木
材
市
況
と
し
ま
し
て
は
、
先
月

に
引
き
続
き
若
干
の
下
落
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
入
札
は
あ
る
も
の
の
、
虫
害
懸
念
や
丸

太
高
騰
に
伴
う
資
金
繰
り
の
影
響
な
ど
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
の
11
日
以
降
、
豪
雨
が
続
き
出
材
に

大
き
な
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
予
定
し
て
い

た
秋
の
優
良
材
市
も
急
遽
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

11
月
に
予
定
し
て
い
る
小
国
郷
優
良
材
市

は
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
間
伐
・
伐
採
を
し

た
い
と
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
森

林
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（単位：円・１㎥あたり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 ９月１日 ９月１６日

販　売　数　量 ６２４㎥ １，８５８㎥

販　売　金　額 ９，４８５千円 ２７，４３９千円

総　　平　　均 １５，２１０円 １４，７６２円

樹種 長さ 直径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

４ｍ

１１～１３ １０，１００ １０，１００ １０，１４０ １０，１４０

１４ １７，６５０ １９，７００ １８，０００ １９，０００

１６～１８ １６，９９０ １８，５６０ １７，４４０ １９，０８０

２０～２２ １７，０４０ １７，２００ １７，４００ １９，０００

２４～２８ １７，９３０ １９，３９０ １７，９２０ ２０，３３０

３０ｃｍ上 １５，２７０ ３０，０００ １５，１２０ ２２，０００

３ｍ

１１～１３ ８，１００ ８，１００ ８，５００ ８，５００

１４ １９，２１０ １９，２１０ １９，０００ ２１，０００

１６～１８ １８，０５０ ２１，０００ １８，９００ ２１，０００

２０～２２ １９，５５０ ２１，０００ １８，３００ ２１，０００

２４～２８ １９，６１０ ２４，０００ １８，１８０ ２４，０００

３０ｃｍ上 １８，５７０ ２４，０００ １７，３５０ ２４，０００

２ｍ １６ｃｍ上 ― ― ― ―

６ｍ

１４～１８ ２７，０００ ２７，０００ ２７，０００ ２７，０００

２０～２８ １８，９００ １８，９００ ２４，２５０ ２５，０００

３０cm 上 ― ― ２３，９００ ２３，９００

桧 ４ｍ

１０～１８ ― ― ２２，１６０ ３４，３３０

２０〜２８ ― ― ２１，４８０ ２７，６２０

３０ｃｍ上 ― ― １８，７９０ ３５，０００

※より詳細な市況は、小国町森林組合共販係（☎46ｰ2411）まで

 

森
林
認
証
を
更
新
し
ま
し
た

木
材
価
格
の
状
況

　

前
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
、【
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森

林
認
証
】。
そ
の
更
新
手
続
き
が
９
月
６
～

８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
門
の
認
証
審
査

員
が
来
町
し
、
小
国
町
内
の
森
林
審
査
と
資

料
確
認
を
実
施
。
ま
た
、
木
材
市
場
の
入
荷

者
、
入
荷
日
、
分
別
な
ど
の
流
通
調
査
も
同

時
に
実
施
さ
れ
、
大
き
な
指
摘
も
な
く
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

審
査
範
囲
に
は
シ
カ
被
害
や
森
林
災
害
、

生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
木
材
以
外
の

環
境
分
野
も
含
ま
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
な
が
る
評
価
と
も
い
え
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

現地での森林審査　
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う    

安
心
・
安
全
な

安
心
・
安
全
な    

小
国
郷

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

３20

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先
46-2110

２58

消防 ・ 防犯

　

甲
種
防
火
管
理
者

　
　
　
　
新
規
講
習
の
ご
案
内

　

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
月
十
一
日
（
月
）
か
ら

二
十
日
（
水
）
ま
で
の
十
日
間
、「
全
国

地
域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
、
自
治
体
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
と
警
察
が
連
携
し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー

ル
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組

む
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加

し
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ

く
り
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

捜
査
の
過
程
で
犯
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
押

収
し
た
名
簿
や
電
話
帳
の
登
載
者
等
に
対

し
て
、
個
別
に
電
話
を
か
け
て
最
新
の
手

口
等
の
情
報
提
供
や
具
体
的
な
被
害
防
止

方
策
な
ど
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
熊
本
県
警
察
か
ら

委
託
を
受
け
た
県
内
に
所
在
す
る
民
間
事

業
者
で
す
。）

運
動
の
重
点 

【
全
国
・
県
】

◇
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◇
特
殊
詐
欺(

電
話
で｢

お
金｣

詐
欺)

　

の
被
害
防
止

 全国地域安全運動
 2021.10.11-20

～安全で住みよい

　　地域社会の

　　実現を目指して～

　

む
さ
し
安
心
コ
ー
ル

　
　

℡
〇
九
六
―
三
二
七
―
〇
六
三
四

５
講
習
場
所

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部　

　
　
　
　
　
　

二
階
多
目
的
ホ
ー
ル

６
受
講
手
続
等

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
各
受
付
署
所
へ
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
に
は
、
無
背

　

景
、　

正
面
、
上
半
身
像
（
縦
４
．

　

５
ｃ
ｍ
横
３
．
５
ｃ
ｍ
）

　

の
写
真
で
、
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影

　

年
月
日
を
記
入
し
、
受
講
票
に
の
り

　

付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

７
そ
の
他

・
受
講
票
は
、
講
習
会
初
日
に
必
ず
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
消
防
署
庁
舎
内
で
は
マ
ス
ク
の
着
用

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
欠
席
の
時
は
、
消
防
本
部
予
防
課
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
両
日

　

と
も
受
付
時
に
問
診
・
検
温
を
実
施

　

し
ま
す
。

・
両
日
の
昼
食
に
つ
い
て
は
、
各
自
で

　

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

 　

詳
細
に
あ
っ
て
は
、
北
部
分
署
へ
問

い
合
わ
せ
、
ま
た
は
阿
蘇
広
域
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
講
習
日

　

令
和
三
年

　
　

十
一
月
十
一
日
か
ら

　
　

十
一
月
十
二
日
の
二
日
間

２
受
付
期
間

　

令
和
三
年

　
　

九
月
二
十
一
日
か
ら

　
　

十
月
二
十
九
日
ま
で

　
　

（
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時
十
五
分
）

※
土
・
日
曜
・
祭
日
の
閉
館
日
を
除
く

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
受
講
者
を
二
十
五
人
ま
で
と
し

て
い
ま
す
。

３
受
付
場
所

　

消
防
本
部

　

北
部
分
署

　

南
部
分
署

　

野
尻
・
草
部
分
駐
所

　

産
山
・
波
野
分
駐
所

４
受
講
料　

　

三
千
五
百
円
（
図
書
代
）

電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

　

被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
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防災豆知識　〜火災予防について〜
　寒くなると、家庭でも火気を使うことが多くなります。

　例年、11月に秋季全国火災予防運動が実施されているところではありますが、今の時期からあらためて日常

の生活を振り返り、日頃から火災の予防を心がけましょう。

放火対策を万全に

 ・ ゴミは指定日の朝に出すなど、家のまわりに燃え
　 やすいものなどを置かない。

 ・ 車庫、物置などの戸締りも忘れずにする。

①
早
く
知
ら
せ
る

 ・ 大きな声で「火事だー！」と叫び、隣近所
　 に知らせる。声が出ないときは、非常ベル
　 を鳴らすか、ヤカンや鍋などの音の出るも
　 のを叩く。
 
 ・ どんなに小さな火事でも
　 必ず１１９番通報する。

◆火災に備える日頃のポイント◆

◆消火器の使い方とコツ◆

◆初期消化の３原則◆

配線まわりはキレイに

 ・コードをまとめたり、タコ足配線にしない。
  コードの上にモノを乗せるのも危険。

 ・コンセントまわりは定期的に掃除する。

子どもの火遊びに注意

 ・ 子どもには火の安全な取り扱い方や怖さを教える。

 ・ 子どもの手の届くところにマッチや
　 ライターを置かない。

コンロから離れない

 ・   コンロのまわりに燃えやすいものを
　 置かない。
 
 ・ 火がついているコンロから離れる
　 ときは必ず消すこと。

ストーブのまわりを整理

 ・ 衣類や布団などの燃えるものをまわりに置かない。

 ・ 家具のそばにストーブを置かない。

 ・ 近くで洗濯物を乾かすのは危険。

②
早
く
消
す

 ・   火がまだ横に広がっているうちは消火が
可能。ただし、炎が天井に届いた時は、
避難する。

 ・ 消火器や水だけでなく、
　 毛布など手近なものを
 　利用する。

③
早
く
逃
げ
る

 ・天井まで火が燃え広がったら消火は困難。
　 無理せず早めに避難する。

 ・ 可能ならば燃えている部屋の窓
　 やドアを閉め、空気を遮断して
 　から避難する。
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入札結果

入札日：令和 3年 9月 24日

工　事　・　委　託　名 業　者　名 請負・委託額 (円 )

城村地区水路整備工事 ㈱肥後建設社 23,265,000

２１宮ノ前農地（田）災害復旧工事④ ㈱ミトマ 3,740,000

２８小原田農地（田）災害復旧工事③ ㈱肥後建設社 1,793,000

３４樅木農地（田）災害復旧工事 ㈱伊藤組 5,346,000

５１五反農地（田）災害復旧工事 ㈱肥後建設社 957,000

５９西田平農地（田）災害復旧工事① ㈲梶原建設 1,114,300

６５銭亀農地（畑）災害復旧工事① ㈲梶原建設 2,510,200

８６向柿迫農地（畑）災害復旧工事 ㈱肥後建設社 2,882,000

１０７北河内農地（畑）災害復旧工事① ㈱ミトマ 1,991,000

１１０永畑農地（畑）災害復旧工事 ㈲おぐに建設 5,035,800

１１８古屋農地（田）災害復旧工事 ㈱伊藤組 2,321,000

１２０入江農地（畑）災害復旧工事 ㈲時松産業 895,400

１２２江古尾農地（畑）災害復旧工事② ㈲さとう工業 1,372,800

１２６丸田農地（畑）災害復旧工事 ㈱肥後建設社 1,936,000

１３６向鶴農地（畑）災害復旧工事 ㈱ミトマ 3,817,000

１６１仁瀬農地（畑）災害復旧工事 ㈲時松産業 1,387,100

１６３弓田農地（畑）災害復旧工事 ㈱ミトマ 2,046,000

１６６岳湯農地（畑）災害復旧工事 ㈲梶原建設 1,588,400

１７０天神田農地（畑）災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 1,018,600

５３３尾張水路災害復旧工事② ㈲ヤマニ建設 1,028,500

５３４尾張水路災害復旧工事③ ㈲ヤマニ建設 1,221,000

町道麻生釣田原線⑤災害復旧工事 ㈲おぐに建設 6,457,000

町道田原線災害復旧工事 ㈱肥後建設社 14,256,000

町道蓬莱線③災害復旧工事 ㈱伊藤組 3,025,000

町道本村杉平線②災害復旧工事 ㈱伊藤組 2,453,000

町道滴水線①災害復旧工事 ㈱伊藤組 10,417,000

町道黒渕・下城線①災害復旧工事 ㈱伊藤組 24,530,000

南川①災害復旧工事 ㈲おぐに建設 3,256,000

町道尾張原線災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 11,418,000

町道北河内塚瀬線②災害復旧工事 ㈲時松産業 17,226,000

町道坂下・弓田線②災害復旧工事 ㈲時松産業 8,406,200

明里川②災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 5,449,400

町道北里倉本二俣線②災害復旧工事 ㈲梶原建設 11,654,500

明里川③災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 12,375,000

町道北里倉本二俣線災害復旧工事 ㈲梶原建設 4,232,800

町道千駄金線①災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 7,876,000

町道打越旧道線②災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 29,755,000

町道田原・千本松線①災害復旧工事 ㈱ミトマ 23,870,000

町道黒渕下城線⑦災害復旧工事 ㈲時松産業 20,025,500

町道滝ノ上簿瀬線①災害復旧工事 ㈲おぐに建設 4,268,000

町道田原線②災害復旧工事 ㈱肥後建設社 8,745,000

南田地区配水管布設替工事 ㈲宇野電器 15,576,000
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ストップ！

　　　農作業事故

　毎年、県内では１０人前後の尊い命

が農作業事故で失われています。

　特に、６５歳以上の高齢者による事

故やトラクターなどの農業機械による

事故が多く発生しています。

　農作業には多くの危険が潜んでいま

す。農作業事故をなくすためには、一

人一人が事故防止意識を持って行動す

ることが重要です。

　また、家族や仲間からも「声かけ」

を行い、より一層の事故防止意識を

もって、農作業事故をなくしましょう。

収入保険加入緊急

支援事業のお知らせ

　熊本県では、農業者が加入する収入

保険の保険料に対して、支援を行いま

す。

■事業名：収入保険加入緊急支援事業

■対象者：令和３年度新たに収入保険

に加入される農業者※（法人を含む )
■支援額：保険料（掛捨て部分）の

１/３（上限６万円）

■申請先：熊本県農業共済組合

※ 継続加入者への支援策もあります。

  

 詳しくは、お近くの熊本県農業共済  

組合にお尋ねください。

問熊本県農業共済組合阿蘇支所
　北部出張所　☎ 0967-46-3488

　小国町の特産品である原木しいた

けの生産者が次期作に取り組むため

にしいたけ種駒を購入・植菌した場

合に経費の一部を助成します。　

◎対象者及び対象期間

・ 小国町に住所を有する原木しいた

　け生産者

・ 次期作に取り組むことを目的とし

  て令和３年１０月１日から

  令和４年３月３１日までに種駒を

  ５，０００駒以上購入し、かつ植 

　菌を完了した方

◎補助金額

・ 種駒購入費１駒につき１/３以

　内、上限１円

◎申請書類等

・ 補助金交付申請書及び請求書

・ 種駒購入に係る納品書

・ 完了写真（納品・植菌）

◎申請期限

・ 令和４年３月１０日までに必要な

  書類を役場産業課までご提出くだ

　さい。 （申請書等は役場産業課

　に用意してあります。）

原木しいたけ種駒購入

経費の一部補助について

◎問合せ及び申請先

　小国町役場　産業課　林政係　

　　　　 　　　　　☎ 46-2112

　小国町では、鍋ヶ滝公園周辺の交通渋滞の緩和、新型コロナウイルス感染症対策による公園内での密集を回避するため、

鍋ヶ滝公園の予約システム実証実験を 11月 4日（木）から開始します。

　鍋ヶ滝公園は現在、土日祝日を休園しておりますが、実証実験の開始に伴い、土日祝日も試験的に開園いたします。

町民の皆様には大変ご迷惑をおかけしておりますが、ご理解くださいますようお願いいたします。

　今後は実証実験や広報活動を行い、来年 4月からの本格稼働を目指していきます。

鍋ヶ滝公園の予約方法については、町の HPでご覧いただけます。

◎実証実験　令和３年１１月４日（木）から

◎本格稼働　令和４年４月１日（金）から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　

　問小国町役場情報課　

　　　　　☎ 46-2113　

鍋ヶ滝公園予約システム実証実験開始について
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法定調書の提出はｅ－Ｔａｘで

　給料、報酬、不動産の使用料等を支払った場合には、支払先の住所、氏名、

支払金額等を記載した源泉徴収票や支払調書等（総称して「法定調書」と言う）

を税務署に提出することになっています。

これらの法定調書は、

　① 国税電子申告・納税システム（ｅ‐Ｔａｘ）

　② 光ディスク等（ＣＤ・ＤＶＤ等）

を利用して提出することができます。

　なお、法定調書の種類ごとに、前々年の提出すべきであった当該法定調書の

提出枚数が「１００枚以上」であるものについては、ｅ－Ｔａｘ又は光ディス

ク等による提出が必要となります。

　提出について、ご不明な点がありましたら、国税庁ホームページ（https://

www.nta.go.jp）をご覧ください。

【ｅ－Ｔａｘのメリット】

1.所得税等の確定申告をｅ－Ｔａｘで行う場合、生命保険料控除の証明書な　

　どは、その記載内容を入力して送信することにより、これらの書類の提出

　又は提示を省略することができます。（法定申告期限から５年間保存してお

　く必要があります）

2.自宅や税理士事務所からｅ－Ｔａｘで還付申告を行う場合、書面で提出し

　た場合より、還付金を早く受け取ることができます。

3.ｅ－Ｔａｘで納税証明書の交付請求を行うと、書面請求の場合より手数料

　が安価です。（電子ファイルでの交付のほか、書面での交付も請求できます）

4.スマートフォンやタブレット端末からでも納税証明書の交付請求が行えま

　す。（税務署窓口で受け取れます）

詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ

（https://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

問阿蘇税務署 ☎ 0967-22-0551

※自動音声案内「２」を選択

　例年秋頃に開催をしておりました小

国町スポーツ協会主催のロードレース

大会は、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、中止が決定しました。

　皆様のご理解の程よろしくお願いし

ます。

住民票の手数料が

定額になります

　令和３年１１月１日より、住民票が

世帯人数に関係なく一件につき一律

２００円となります。

税告知板

　今月の町税についてお知らせします。

◎町・県民税（第３期分）

◎納期限及び口座振替日

　１０月２５日（月）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内

に納付をお願いします。

　　　　問小国町役場 税務会計課　　

　　　　　　　　　　☎ 46-2130　　

       問小国町役場　町民課住民係

                        ☎ 46-2115

小国町ロードレース

大会中止について

            問小国町役場教育委員会

                        ☎ 46-3317

インフルエンザ予防接種のお知らせ

　今年度も季節性インフルエンザの予防接種の予約受付が始まります。

　予約受付期間や日程の詳細は、今回配布している案内やホームページをご確

認ください。案内は役場町民課窓口にもございます。

　接種を希望される方は、案内に記載された各医療機関の予約期間に予約をお

願いします。医療機関ごとに、予約期間、予約受付時間や接種日程が異なりま

すのでご注意ください。

 問小国町役場　町民課

          　☎ 46-2116
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マイナンバーカード

夜間窓口

小国町人権啓発セミナー

　　　　　　　　　　（放送）のお知らせ
　一人ひとりがお互いの人権を尊重し確かめ合う場として毎年実施している

人権啓発セミナーを、今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、お

ぐチャン放送により次のとおり開催します。

　多くの皆様のご視聴をよろしくお願いします。

　◎開催方法　おぐチャン内での特別番組で放送

　◎放送日　　１０月１８日（月）～２４日（日）

　◎時　間　　①午前１１時～　②午後７時～

　　　　　  　（①②とも内容は同じ。約７０分間放送）

　◎演　題　　「女らしく男らしくより自分らしく生きる」

　　　　　　　〜すべての人の性が尊重される社会へ〜

　◎講　師　　清水展人 (しみずひろと）氏　

問小国町隣保館　

　　　　　☎ 46-5720　

　仕事や学校等で日中の来庁が難しい

方のために、夜間窓口を開設します。

詳細は下記のとおりです。

　◎日時　10月 14日 (木 )

 　　　　　　　17：15～ 19：00

　　　　　10月 28日 (木 )　

　　 　　　　　17：15～ 19：00

　◎場所　小国町役場　町民課

　交付対象者に通知をお送りいたしま

すので、詳細につきましては通知の中

身をご確認ください。

問小国町役場  町民課　☎ 46-2115

【留意事項】

※やむを得ない理由がない場合は、本

　人が来庁してください。

※１５歳未満の者又は成年被後見人

　は、その法定代理人と一緒に来庁し

　てください。

　　

社協告知板

○香典返しとして　　　

　宮原倉原１　佐藤  國一　 様

　　　　故人　　　　ミヨ子 様

　上田別所　　佐藤　照美　 様

　　　　故人　　　　康雄　 様

　宮原戸角　　髙野　哲治　 様

　　　　故人　　　　祥介　 様

　宮原深瀬　　鎗水　優子　  様

　　　　故人　後藤　ヤヨ　   様

　宮原上町　　梅木　佐智子  様

　　　　故人　大野　幹子　  様

　この度、次の方々からご寄附いただきまし

たので、お礼とともにお知らせ致します。

　皆様からいただきました寄附金

は 、 小 国 町 の 社 会 福 祉 事 業 に 有

意 義 に 使 わ せ て い た だ き ま す 。                         

　 　 　　

寄附のお礼

　宮原にお住まいの時松優子様から、

福祉や教育の充実向上のために、ご寄

附をいただきました。

　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げる

とともに、ご意向に応えられるよう有

意義に活用させていただきます。

小国町社会福祉協議会

〇物品寄付

　　　　　　　植田　良子　  様

非営利型一般社団法人

日本ＬＧＢＴ協会

代表理事

自らが経験した性同一性

障害をはじめ、これまで

の人生体験についてお話

ししていただきます。



日 月 火 水 木 金 土

10/16

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

㊡小国公立病院
☎ 46 ‐ 3111

㊡小野主生医院
☎ 32 ‐ 0039

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
小国町役場町民課
☎ 46 ‐ 2115

３歳児健診
受付
13 ： 15 ～ 13 ： 30
おぐに町民センター
☎ 46 ‐ 2116

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
南小国町役場総務課
☎ 42 ‐ 1112

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

㊡小国公立病院
☎ 46 ‐ 3111

㊡阿蘇温泉病院
☎ 32 ‐ 0881

無料法律相談
10 ： 00 ～ 15 ： 00
おぐに町民センター
☎ 46 － 2115

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
小国町役場町民課　
☎ 46 ‐ 2115

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
南小国町役場総務課
☎ 42 ‐ 1112

３１ １１/１ ２ ３
文化の日

４ ５ ６

㊡小国公立病院
☎ 46 ‐ 3111

㊡市原胃腸科外科
☎ 34 ‐ 1211

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
小国町役場町民課　
☎ 46 ‐ 2115

㊡小国公立病院
☎ 46 ‐ 3111

㊡一の宮整形外科
☎ 22 ‐ 3911

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
南小国町役場総務課
☎ 42 ‐ 1112

年金相談　
10 ： 00 ～ 15 ： 00
悠ゆう館
【予約制】
☎０９６‐367‐2503

７ ８ ９ １０ １１ １２ 13

㊡小国公立病院
☎ 46 ‐ 3111

㊡松見内科クリニック
☎ 22 ‐ 0260

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
小国町役場町民課　
☎ 46 ‐ 2115

行政相談
10 ： 00 ～ 12 ： 00
おぐに町民センター
☎ 46 ‐ 2115

心配ごと相談
10 ： 00 ～ 12 ： 00
おぐに町民センター
☎ 46 ‐ 5575

３～４ヵ月児健診
６～７ヵ月児健診
受付
13 ： 15 〜 13 ： 30
おぐに町民センター
☎ 46 ‐ 2116

消費生活相談
9 ： 00 ～ 16 ： 00
南小国町役場総務課
☎ 42 ‐ 1112

　　　　　　１４
㊡小国公立病院
☎ 46 ‐ 3111

㊡脇胃腸科
☎ 32 ‐ 2500

　　　　　　１５

１０月

17 日 （日）

( 有 ) 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 ☎ 46-6148

（　 有 　)　産　　　　　 興　　　　 ☎ 46-2507

24 日 （日）

穴 井 住 設 ( 有 ) ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

北 里 電 業 水 道 設 備 ( 有 ) ☎ 42-1009

31 日 （日）

大 塚 水 工 ☎ 46-2163

志 屋 水 道 ☎ 46-4625

( 有 ) 伊 藤 設 備 ☎ 46-2986

水 道 当 番 店

１1 月

3 日 （祝）

( 株 ) 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

7 日 （日）

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

( 有 ) 宇 野 電 器 ☎ 46-2240

( 有 ) 財 津 総 業 ☎ 46-2819

14 日 （日）

キ タ ザ ト 商 店 ☎ 46-6148

（　 有 　)　産　　　　　 興　　　　 ☎ 46-2507

穴 井 住 設 ( 有 ) ☎ 46-2331
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おぐにのカレンダー　１０/ １６〜１１/ １５

㊡＝休日在宅医
※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される

ことがあります。
　その場合は、 ラジオや文字放送でお知らせします。



　

種、性別などによる差別を受けている人がたくさん

います。特に貧富の差は激しく、世界で最も富を持っ

ている8人分の総資産と貧しい36億人分の総資産と

は同じ額といわれています。この差を解消するには、

所得を再分配できる仕組みをつくることや、貧困層

の方々の収入を増やしていく支援が必要になってき

ます。貧富のほか、特に深刻化しているのは移民問

題です。宗教や人種の違いによって、嫌がらせを受

けている人々は少なくありません。また、雇用やジェ

町のうごき
令和３年９月１日現在（前月比）
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〜ゴール10「人や国の不平等

　　　　　　をなくそう」～

ンダーなどの差別も多くの人々を苦しめています。

　それでは、この不平等を解決するために、私たち

にできることはなんでしょうか。それは人それぞれ

の違いを知ることです。人には、髪や肌の色、性別、

宗教、言葉、文化など様々な違いがあります。それ

ぞれ違いがあるからこそ学び合えるのです。お互い

の違いを知る第一歩として、まずはあいさつをする

ことからはじめてみてはどうでしょうか。

　小国町では、おぐチャンにて人権啓発セミナーを

放送しています。人権について理解を深め、不平等

をなくすための機会として番組を視聴することも

ゴール10の達成につながります。みんなで差別のな

い幸せな世界をつくりましょう。

　小国はみんなで SDGs ♪

11回目の今回はゴール 10「人

や国の不平等をなくそう」を

ご紹介します。

　世界には何も責任がないに

も関わらず、生まれた国、人

次回は、ゴール 11

「住み続けられるまちづくりを」

　　　　　　　をご紹介します。

佐
さ と う

藤 大
たいせい

晟 ちゃん

R3.7.5 生

パパ雄哉さん ・ ママ悠さん

髙
た か の

野　篤
あ つ と

人　ちゃん

R3.6.22 生

パパ直人さん ・ ママ翔子さん

秋
あきよし

吉 笑
え な

凪 ちゃん

R3.6.9 生

パパ玲志さん ・ ママ双葉さん
髙
たかむら

村 結
い と

音 ちゃん

R3.6.13 生

パパ祐斗さん ・ ママ日奈子さん

　

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
月
よ
り
広
報
担
当
の

ハ
タ
ノ
で
す
。

　

「
〇
〇
の
秋
」
と
よ
く
言

い
ま
す
が
、
皆
様
は
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

私
は
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
て

い
る
動
画
で
筋
ト
レ
を
始
め

て
み
ま
し
た
。
現
在
4
週
間

経
過
。
一
向
に
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。
早
く
も
「
挫
折
の

秋
」
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
後
も
皆
様
に
見
て
い
た

だ
け
る
誌
面
づ
く
り
に
試
行

錯
誤
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
「
広
報
お
ぐ
に
」

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　


